
去
る
二
○
二
四
年
七
月
十
三
日

（
土
）
大
学
友
の
会
総
会
は
、
足
掛

け
四
年
に
渡
る
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

症
を
経
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
リ

ア
ル
形
式
の
杉
並
会
館
会
議
室
で
招

集
し
、
仕
切
り
ア
ク
リ
ル
板
の
な
い

開
放
的
な
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
懇

親
し
二
十
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
司
会
と
し
て
和
久
井
洋
一

幹
事
を
選
出
し
、
伊
野
瀬
十
三
幹
事

長
の
挨
拶
の
後
、
新
た
に
着
任
さ
れ

た
白
取
義
之
大
学
生
協
事
業
連
合
専

務
理
事
に
よ
り
大
学
生
協
近
況
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

近
況
報
告
で
は
、
主
に
大
学
生
協
事

業
連
合
の
経
営
再
建
と
生
協
再
建
に

向
け
た
取
り
組
み
を
中
心
に
報
告
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
生
協
事
業
連
合
の
現
状
は
、
二

十
三
年
度
決
算
で
経
常
赤
字
会
員
生

協
が
百
十
四
会
員
に
及
び
、
二
十
四

年
度
予
算
段
階
で
、
経
常
赤
字
の
計

上
会
員
が
九
十
九
会
員
生
協
と
な
り
、

二
十
二
年
度
末
に
共
済
事
業
の
コ
ー

プ
共
済
連
へ
の
事
業
譲
渡
以
降
も
、

引
き
続
き
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る

こ
と
、
事
業
連
合
の
経
営
で
は
、
二

十
年
度
で
当
期
剰
余
で
二
億
を
計
上

で
き
た
が
、
累
積
欠
損
金
が
、
二
十

九
・
三
億
円
に
達
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
二
〇
二
九
年
度
末
に
解

消
す
べ
く
再
建
計
画
を
策
定
中
で
あ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
大
学
を
め
ぐ

る
環
境
も
少
子
化
を
受
け
て
入
学
定

員
割
れ
の
急
増
と
恒
常
化
、
二
十
二

年
以
降
の
円
安
イ
ン
フ
レ
資
源
高
に

よ
る
物
流
費
、
人
手
不
足
に
よ
る
賃

金
対
応
へ
の
対
処
に
よ
る
人
件
費
な

ど
費
用
増
が
続
い
て
お
り
、
経
営
革

新
を
目
指
す
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
会
員
生
協
経
常
剰
余
一
％

達
成
、
事
業
連
合
の
欠
損
解
消
、
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
組

織
づ
く
り
、
大
学
生
協
連
帯
の
再
構

築
な
ど
を
進
め
る
と
の
決
意
を
表
明

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
大
久
保
事
務
局
長
が
二
十
三

年
活
動
報
告
と
決
算
及
び
二
十
四
年

活
動
計
画
と
予
算
を
提
案
し
、
古
越

小
夜
子
会
計
監
査
が
会
計
監
査
所
見

を
報
告
し
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
を
五
階
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に

移
し
て
、
懇
親
会
を
開
催
し
、
会
員

の
近
況
報
告
を
受
け
な
が
ら
、
対
面

で
の
懇
親
を
深
め
て
、
散
会
し
ま
し

た
。
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友
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今
年
三
月
上
旬
、
四
年
ぶ
り
に
中

国
（
厦
門
・
泉
州
）
を
訪
問
し
た
。

中
国
は
二
十
二
年
十
二
月
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
を
解
除
し
、
外
見
的
に
は
こ

れ
ま
で
の
訪
問
環
境
を
回
復
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
そ
の
実
態
は
中
国
の
報

道
か
ら
見
て
、
違
う
と
感
じ
て
い
た
。

日
本
人
か
ら
見
て
、
ハ
ー
ド
ル
の
高

は
依
然
と
し
て
、
①
ビ
ザ
な
し
（
１

５
日
以
内
）
訪
問
が
で
き
ず
、
観
光

ビ
ザ
取
得
が
必
須
に
な
っ
た
こ
と
、

②
日
本
で
は
携
帯
電
話
端
末
に
よ
る

メ
ジ
ャ
ー
な
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
、
Ｌ
ｉ

ｎ
ｅ
の
ア
ク
セ
ス
が
で
き
な
い
ｋ
と

は
、
③
中
国
の
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
対
策
で

進
化
し
決
済
手
段
・
交
通
手
段
の
現

金
利
用
の
制
約
の
不
安
な
ど
が
そ
の

主
な
懸
念
事
項
で
あ
る
と
感
じ
て
い

た
。今

回
の
訪
問
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降

の
中
国
旅
行
の
状
況
を
調
べ
る
と
と

も
に
、
厦
門
・
泉
州
の
体
験
を
も
と

に
次
回
の
中
国
訪
問
ま
で
に
対
策
を

探
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。

ビ
ザ
申
請
は
、
と
て
も
苦
労
し
た
。

十
二
月
二
十
六
日
～
二
十
九
日
ま
で

歴
教
協
主
催
の
「
日
中
歴
史
教
育
交

流
企
画
」
へ
の
ビ
サ
申
請
が
、
出
発

ま
で
に
お
り
ず
、
中
国
研
究
所
に
所

属
し
て
い
る
こ
と
も
禍
し
て
、
旅
行

を
キ
ャ
ン
セ
ル
せ
ざ
る
を
得
な
い
結

果
に
な
っ
た
。

申
請
手
続
き
は
全
て
デ
ジ
タ
ル
申
請

で
あ
り
、
顔
写
真
も
デ
ー
タ
に
よ
る

申
請
で
あ
っ
た
。
し
か
し
最
終
場
面

で
は
写
真
が
必
要
と
い
う
状
況
で
あ
っ

た
。
初
め
て
の
場
合
は
業
者
代
理
申

請
（
二
万
円
）
し
か
な
い
と
思
わ
れ

る
。

通
信
ソ
フ
ト
も
悩
ま
し
い
問
題
で
あ

る
。
今
回
日
本
の
携
帯
端
末
を
利
用

し
た
場
合
ど
の
程
度
の
こ
と
が
可
能

な
の
か
を
試
し
て
み
た
。

ま
ず
携
帯
端
末
を
「
Ｓ
Ｉ
Ｍ
フ
リ
ー
」

に
設
定
し
て
、
「
デ
ー
タ
通
信
専
用

プ
リ
ペ
イ
ド
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
」
に
差

し
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
と

の
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
に
よ
る
ビ
デ
オ
通
話
を

実
現
で
き
た
。
ま
た
地
図
検
索
も
問

題
な
く
利
用
で
き
た
の
で
、
通
信
に

関
す
る
問
題
は
解
決
で
き
そ
う
で
あ

る
。決

済
手
段
の
問
題
も
懸
念
事
項
で

あ
る
。
市
内
観
光
に
は
バ
ス
、
地
下

鉄
が
不
可
欠
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
以
降
、

現
金
、
専
用
カ
ー
ド
以
外
に
携
帯
端

末
に
よ
る
決
済
が
広
が
り
、
専
用
カ
ー

ド
が
廃
止
さ
れ
た
。
バ
ス
に
は
現
金

と
携
帯
端
末
端
末
の
二
つ
、
地
下
鉄

に
は
こ
れ
に
加
え
て
ト
ー
ク
ン
の
３

つ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
決
済
は
、
携
帯
端
末
端
末

に
決
済
サ
イ
ト
（
支
付
宝
・
微
信
ペ

イ
）
を
ロ
ー
ド
し
て
い
な
い
と
で
き

な
い
。

今
回
の
経
験
で
は
、
常
に
現
金
で

乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
商
店
で

も
現
金
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
決
済
で
い
え
ば
、
最
も
大
き
な

問
題
は
、
中
国
で
は
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー

ド
が
主
流
の
た
め
、
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
な
ど

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
が
殆
ど
で
き
な

い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
解
決
に
は
時

間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

日
中
間
の
渡
航
と
し
て
や
は
り
「
ビ

ザ
な
し
」
渡
航
が
優
先
し
て
解
決
す

べ
き
こ
と
だ
と
実
感
し
た
。
日
中
間

の
人
的
交
流
の
制
約
を
取
り
除
く
こ

と
を
政
府
に
強
い
求
め
た
い
。
そ
れ

が
平
和
を
守
り
、
戦
争
に
よ
る
紛
争

解
決
を
回
避
す
る
道
だ
と
思
う
か
ら

で
あ
る
。
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群
馬
大
学
生
協

専
務
理
事

丸
山
智
晴

群
馬
大
学
生
協
の
近
況
に
つ
い
て

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
私
は
一
九
九

六
年
に
大
学
生
協
に
入
職
し
、
複
数

の
大
学
生
協
で
多
様
な
業
務
を
経
験

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
二
〇
二
一
年

五
月
に
群
馬
大
学
生
協
の
専
務
理
事

に
就
任
し
て
以
来
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
下
で
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
新
た
な
学
修
環

境コ
ロ
ナ
禍
は
学
生
生
活
や
学
修
環
境

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

現
在
、
対
面
授
業
は
九
十
五
％
以
上

に
回
復
し
ま
し
た
が
、
Ｌ
Ｍ
Ｓ
（
Ｌ

ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ

ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
）
の
導

入
に
よ
り
、
学
生
の
学
習
ス
タ
イ
ル

が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
教
材
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
み
、
生
協
の
教

科
書
・
書
籍
事
業
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
提
供

や
新
た
な
学
習
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

食
事
サ
ー
ビ
ス
の
革
新

二
○
二
三
年
度
か
ら
、
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
「
学
食
定
期
」
を
導
入

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
生
協
食
堂
を
定

額
で
一
年
間
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
の

提
供
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
そ
し

て
学
生
同
士
の
交
流
促
進
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
初
年
度
は
百
七
十
九

名
、
二
○
二
三
年
度
は
四
百
九
十
一

名
の
ご
利
用
が
あ
り
、
大
変
好
評
を

博
し
て
い
ま
す
。
食
堂
ホ
ー
ル
で
の

学
生
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流
は
、

こ
の
取
り
組
み
の
成
果
を
如
実
に
物

語
っ
て
い
ま
す
。

住
ま
い
事
業
の
展
開

二
○
二
一
年
か
ら
開
始
し
た
住
ま
い

事
業
は
新
入
生
や
保
護
者
の
皆
様
に

と
っ
て
最
大
の
関
心
事
の
一
つ
で
す
。

新
入
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、

学
生
ス
タ
ッ
フ
が
自
身
の
経
験
を
活

か
し
て
丁
寧
な
対
応
を
行
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
内
覧
や

オ
ン
ラ
イ
ン
契
約
の
需
要
が
高
ま
っ

て
お
り
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
導
入

や
投
資
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

学
生
委
員
会
の
活
性
化

一
時
期
、
学
生
委
員
会
の
活
動
は
停

滞
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
再
び
活
発

化
し
て
い
ま
す
。
履
修
登
録
相
談
会

な
ど
、
五
百
名
近
く
を
動
員
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
る
な
ど
、
学
生

主
体
の
活
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
組
合
員
と
の
対
話
を

大
切
に
し
て
き
た
成
果
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
後
の
展
望

大
学
生
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
急
速

に
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は

常
に
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
、

時
代
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
所
存
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
対
応
、
持
続
可
能
な
事
業
モ
デ
ル

の
構
築
、
そ
し
て
学
生
の
成
長
を
支

援
す
る
取
り
組
み
を
更
に
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

群
馬
大
学
生
協
は
、
こ
れ
か
ら
も
組

合
員
と
の
絆
を
大
切
に
し
、
大
学
生

活
を
豊
か
に
す
る
様
々
な
事
業
・
活

動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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運
営
と
経
営
改
善
の
た
め
、
調
理

主
任
、
配
膳
主
任
、
炊
飯
主
任
、
流

場
主
任
、
チ
ケ
ッ
ト
主
任
な
ど
の
責

任
制
と
し
て
、
作
業
の
合
理
的
管
理
、

水
光
費
な
ど
経
費
管
理
な
ど
を
協
議

し
て
合
理
化
に
つ
と
め
た
。
法
政
大

生
協
は
、
急
速
に
事
業
規
模
を
拡
大

し
、
東
京
地
連
の
な
か
で
も
有
力
な

生
協
に
発
展
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

専
従
役
員
制
を
確
立
し
な
け
れ
ば
、

管
理
運
営
は
不
備
に
な
る
状
態
に
な
っ

た
た
め
、
六
十
二
年
の
始
め
頃
に
、

専
従
専
務
理
事
体
制
の
確
立
と
人
事

の
た
め
に
話
し
合
い
を
始
め
、
そ
の

後
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
連
合
会
常
務
・
関
西
地
連
事
務
局

長
・
京
都
事
業
連
合
専
務
の
頃
】

六
十
二
年
頃
の
連
合
会
は
、
専
務
の

田
中
さ
ん
、
常
務
の
野
崎
さ
ん
の
常

勤
役
員
は
二
名
で
あ
っ
た
。
野
崎
さ

ん
が
日
本
生
協
連
に
移
籍
す
る
こ
と

に
な
り
、
田
中
さ
ん
か
ら
後
任
と
し

て
移
籍
要
請
を
受
け
た
。
法
政
大
生

協
も
漸
く
常
勤
役
員
体
制
が
ほ
ぼ
決

ま
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
連

合
会
に
移
籍
し
た
。
当
時
の
連
合
会

は
、
池
袋
に
東
京
事
業
連
合
（
中
央

支
所
）
本
部
事
務
所
の
建
設
を
す
す

め
て
お
り
、
ま
た
書
籍
の
再
版
問
題

で
小
売
り
書
店
と
東
販
と
の
関
係
の

調
整
で
多
忙
だ
っ
た
。
連
合
会
の
業

務
は
東
大
と
早
大
の
専
務
が
協
力
し
、

再
版
問
題
は
東
大
と
早
大
の
書
籍
担

当
部
長
が
協
力
し
て
担
当
し
て
い
た
。

連
合
会
で
は
新
し
い
業
務
ば
か
り
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
苦
労
し
た
。
コ
ー
プ

ノ
ー
ト
の
開
発
に
北
越
の
製
紙
メ
ー

カ
ー
に
出
か
け
た
り
し
て
勉
強
し
た
。

連
合
会
に
赴
任
し
て
一
年
も
経
た
な

い
六
十
三
年
頃
に
関
西
地
連
の
学
生

理
事
や
京
都
地
区
の
専
従
ら
が
上
京

し
、
関
西
地
連
会
員
単
協
の
事
業
と

経
営
を
強
化
す
る
た
め
に
幹
部
を
地

連
事
務
局
と
京
大
生
協
と
立
命
館
生

協
に
派
遣
し
て
ほ
し
い
と
の
要
請
を

受
け
た
。
し
か
し
連
合
会
と
東
京
地

連
間
で
幾
つ
か
の
人
事
が
検
討
さ
れ

た
が
、
会
員
単
協
か
ら
の
派
遣
人
事

は
実
現
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

関
西
地
連
か
ら
の
再
三
の
要
請
に
対

応
す
る
た
め
、
連
合
会
と
早
大
生
協

専
務
か
ら
私
の
関
西
派
遣
が
要
請
さ

れ
た
。
東
京
都
内
の
移
籍
な
ら
と
も

か
く
、
京
都
へ
の
赴
任
と
は
悩
ん
だ

が
、
三
～
四
年
間
と
い
う
こ
と
か
ら

承
知
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
だ

新
幹
線
が
開
通
し
て
い
な
い
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
年
の
一
九
六
四
年

頃
だ
っ
た
。
関
西
地
連
の
要
請
で
、

私
と
と
も
に
、
東
京
支
所
の
伊
藤
さ

ん
、
慶
応
生
協
の
上
條
さ
ん
、
法
政

大
生
協
の
阪
本
さ
ん
、
そ
し
て
大
分

遅
れ
て
東
大
生
協
の
池
田
さ
ん
が
同

行
し
て
く
れ
た
。

関
西
地
連
事
務
局
長
と
し
て
、
京
都

大
阪
神
戸
地
区
を
中
心
に
単
協
の
事

業
経
営
運
営
で
訪
問
調
査
を
行
い
、

連
合
会
事
務
局
の
協
力
も
頂
き
、
実

態
把
握
に
努
め
た
。
し
か
し
拠
点
生

協
は
な
か
な
か
協
力
し
て
く
れ
な
か
っ

た
。
当
時
の
関
西
地
連
の
単
協
は
、

学
生
運
動
の
分
裂
の
影
響
を
強
く
受

け
て
過
激
派
の
力
が
強
く
、
地
連
の

指
導
権
を
確
保
し
て
い
た
。
後
日
、

関
西
地
域
で
大
学
紛
争
が
激
化
し
、

過
激
派
集
団
が
大
学
解
体
を
か
か
げ
、

学
園
を
バ
リ
ケ
ー
ト
封
鎖
し
て
、
大

学
の
機
能
を
停
止
さ
せ
て
、
こ
れ
に

反
対
す
る
学
生
教
職
員
に
は
暴
力
で

応
え
る
集
団
の
中
核
に
い
た
の
は
、

こ
れ
ら
の
学
生
理
事
ら
だ
っ
た
。

一
九
六
四
年
の
後
半
か
ら
六
十
五

年
に
か
け
て
、
学
園
紛
争
と
暴
力
事

件
が
激
し
く
な
り
、
京
都
大
、
立
命

大
、
同
志
社
大
、
阪
市
大
、
関
西
大

な
ど
が
激
し
か
っ
た
。
と
り
わ
け
京

都
大
と
立
命
大
で
は
生
協
施
設
と
職

員
ま
で
被
害
を
受
け
た
。
そ
の
様
な

行
動
は
学
内
の
学
生
教
職
員
か
ら
激

し
く
批
判
さ
れ
て
急
速
に
孤
立
し
力

を
失
い
、
京
都
大
、
同
志
社
大
、
立

命
大
で
六
十
六
年
春
の
総
代
会
で
追

放
さ
れ
、
運
営
は
正
常
化
さ
れ
、
同

年
夏
の
地
連
総
会
で
暴
力
集
団
は
解

任
さ
れ
、
地
連
も
正
常
化
さ
れ
た
。

こ
の
正
常
化
を
経
て
そ
の
後
の
関
西

地
連
の
重
点
課
題
は
拠
点
生
協
の
再

建
活
動
と
な
っ
た
。(

つ
づ
く)

第４３号 大学生協友の会

（4）

協
同
活
動
と
人
間
賛
歌
、
こ
の
道
を
歩
ん
だ
我
が
人
生
に
悔
い
な
し

元
大
学
生
協
連
常
務
理
事
稲
川
和
夫
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
③


